
経営企画部⻑の平原です。
私からは、11ページまでの業績サマリーについて、ご説明申し上げます
。



第1四半期の業績ハイライトは、前年同期比で減収減益ではありましたが、
期初計画通りで堅調な進捗でした。
減収減益の理由は、前年同期のホテル開発事業において利益率が高い大型
案件があったことです。
そうした特殊要因を除いた今期は、前期比でリプランニング事業、不動産
サービス事業とホテル運営事業が増収増益と好調でした。
引き続き当社グループは、四半期ごとの業績変動の最小化に努めつつ、高
収益体質の下でグループの企業価値の最大化に取り組んでまいりま
す。



続きまして、連結損益計算書について、4点ご説明申し上げます。
1点目の不動産再生事業は、発表時現在で契約済み決済予定の案件も含め
、業績予想に対して30%超の進捗です。
2点目の不動産サービス事業は、貸会議室事業が順調に拡大している一方
、プラットフォーム機能たるPM事業では受託棟数が現行中計の目標であ
る500棟を既に超え、四半期ベースで過去最高の業績となりました。
3点目は、ホテル・観光事業です。運営面では、徹底した 高付加価値 路
線とインバウンド対応の両面で奏功した実績となりました。
4点目の費用面では期初計画通り、人材とシステムへの投資を重点的に推
進しております。



次に、連結貸借対照表です。
総資産合計は、現行と次期の中計に基づき、1,935億円に拡大しておりま
す。
特に、現預金では主に事業投資と株主還元で、75億円減少させたと同時
に、棚卸資産では、RP事業で72億円ホテル事業で49億円、それぞれ 増加
させ、事業を拡大させております。



負債と純資産では、自己資本比率が47.1%と高水準を維持しております。
今後の事業投資を加速させるべく、財務の健全性とのバランスに留意し
ながら、資本の効率化を図ってまいります。



続いて、事業別業績についてご説明申し上げます。
RP事業の業績は、前年同期比で増収増益でした。売上と利益の両面で通
期業績の予想水準に対し巡航速度の業績です。
また賃貸ビル事業は、前年同期比増収減益でした。
ストック事業を強化すべく、資産を入れ替えつつ安定的な収益基盤を拡
大してまいります。



RP物件の仕入では、前年同期比では若干見劣りしますが、通期目標に対
しては3割超と順調に積み上げております。
引き続き、仕入基準を緩めることなく、将来の企業価値の基盤創りに努
めてまいります。



これは、当社グループにおけるRP事業に係わる付加価値増大のビジネス
モデルについて、財務諸表上の売上、仕入と棚卸資産の連関性に基づき
実績と見込を図表化させたものです。
一番右が、今期取り組んでいる期初予算です。
そして同時に、一番下にある「想定」は、来期から始まる次期中計に向
けた持続的な成⻑見込みを⽰しています。



不動産サービス事業は、RP事業と相互補完の関係にあり、当社グループ
でワンストップの付加価値バリューチェーンを提供するプラットフォー
ムです。
セグメントとしては図表で⽰している通り、30億円の売上を初めて超え
、利益率も54%を確保しました。
現行と次期中計に基づき、金利変動の影響を受けづらいストック事業を
今後も強化してまいります。



続いて、ホテル・観光事業です。
開発案件では地域創生の観点を大切にし、地元の生活者の皆さまと共に
開発を進めております。
また運営事業では、当社グループが大切にしている「心温かい楽しいホ
テル」の理念をご支持くださる固定ファンが増えており、インバウンド
による追い風も受け、稼働と単価の両面での増大を目指し、高付加価値
化に取り組んでおります。



最後に建設事業では、インフレ進行や2024年問題の影響もあり、厳しい
局面ではありますが、前年同期比 増収／増益でした。
引き続き、グループ内のバリューチェーンを強化するM&Aの可能性を探
ってまいります。
ベトナム事業では、新規の分譲マンションプロジェクトの2号案件が今月
、着工予定となっております。


